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新たな学校の校歌・校章の作成について 

 

 

１ 基本計画検討会における校歌・校章の作成に向けた検討結果 

 

南成瀬地区の新たな小学校の校歌・校章については、各校の校歌・校章に込められた想

いや新たな小学校への想いを踏まえ、作成します。 

前年度の検討会の検討内容を踏まえ、本協議会では、南第二小学校と南成瀬小学校が統

合する 2025 年度から新たな校歌・校章が使用できるよう、新たな学校開校の半年前の

完成を目途に検討を進めることとしました。 

 

２ 校歌・校章の作成方法について 

 

新たな学校の校歌・校章の作成にあたっては、児童や保護者、地域の方から、歌詞やイ

メージ等に関するご意見をお聞きし、その内容を踏まえて作成したいと考えています。 

作成方法としては、A パターン（専門家に依頼）・B パターン（大学等との連携）・C パ

ターン（専科教員に依頼）の３パターンが考えられます。 

 

①  Aパターン（専門家に依頼） 

公募によりアイデアを募集したのち、校歌・校章作成の専門家に依頼し、作成してい

ただきます。 

 

②  Bパターン（大学等との連携） 

 町田市と包括協定を結んでいる大学等に依頼します。 

 公募によりアイデアを募集したのち、選定作業や児童の交流の際などに学生の協力を

いただき、その後大学教授等（専門家）と学生に作成していただきます。 

 

③ Cパターン（専科教員に依頼） 

 統合対象校の音楽や図工の専科教員に依頼します。 

 公募によりアイデアを募集したのち、協議会に諮りながら、会の意見も取り入れた形

で作成していただきます。 

  
 

【校歌・校章の作成のスケジュール（案）】 
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３ 公募方法について（検討事項①） 

（１）校歌の「単語・フレーズ」、校章の「もの・イメージ」の募集について 

校歌・校章の作成について、歌詞に入れたい「単語・フレーズ」、校章に含めたい「も

の・イメージ」を児童・地域の方から意見を募集します。現段階での事務局の想定は以下

の通りです。今回のワークショップでは、想定を参考に、質問内容や実施方法について、

ご検討いただきます。 

 

① 公募の方法：Googleフォームを活用したWebでの公募 

② 質問項目 

項目１ 校歌に入れたい「単語・フレーズ」と理由を教えてください。 

項目２ 校章に入れたい「もの・イメージ」と理由を教えてください。 

 ※いずれの質問も理由の記入を必須とします。また、フレーズやイメージに込められ

た想いを選定の参考にすることを想定しています。 

 ※校章については、イラストを描くことができる方には別紙でイラストを記入してい 

ただき、それを提出いただく形を検討しています。 

 

（２）対象者・周知方法について 

公募の対象者や周知方法について検討します。 

なお、児童に対して公募を実施する際は、公募の意味や理由を理解して回答してもらう

ため、学校での授業を使って回答してもらいたいと考えています。 

 

【公募の対象と周知方法案】 

対象者 周知方法 

統合対象校の児童 学校を通じて配付し、授業等で意見募集を実施 

統合対象校の児童の保護者 学校を通じて配付 

統合対象校の卒業生 卒業生の会等を通じて周知、ホームページ 

南成瀬地区の未就学児の保護者 保育園、幼稚園を通じて周知（広報誌等） 

南成瀬地区に居住している方 町内会・自治会を通じて周知（掲示等） 

上記以外の市民 ホームページ・広報紙 

 

（３）実施時期について 

 本協議会での検討内容を次回までにまとめ、質問内容や対象者等を確認した上で、学校

名が正式決定した１０月以降に公募を実施したいと考えています。 

 

４ 作成依頼先の検討について（検討事項②） 

 

校歌・校章の作成にかかる依頼先について、以下の他市事例を参考にしながら依頼先を

検討します。 

他市事例における 

作成依頼先 

・専門家に依頼（地域に縁のある方、著名な方など） 

・地域の大学等と連携  ・専科教員による作成 

  


